
甲州こどもフェスタで最高の笑顔を咲かせてくれた今田樹くん。

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｕ

12
２０１７
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豊かな自然 歴史と文化に彩られた 果樹園交流のまち 甲州市
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　甲州市長に聞く　
　「市民の皆様と創る、新時代の甲州市」　

田辺 篤
甲州市長

　

甲
州
市
が
誕
生
し
て
か
ら
12
年
。
私
は
、
初
代
市

長
と
し
て
、
市
民
の
皆
様
と
の
調
和
と
協
調
に
意
を

注
ぎ
な
が
ら
、
市
政
運
営
に
全
力
で
邁ま

い

進
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
12
年
、各
種
団
体
の
活
動
は
も
と
よ
り
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
、
朝
市
、
フ
ッ
ト
パ
ス
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
取
り
組
ん
で
き
た
皆

さ
ん
や
企
業
等
の
一
体
感
が
、
地
域
を
元
気
に
、
そ

し
て
甲
州
市
を
着
実
に
成
長
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

産
業
分
野
で
は
、
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
、
国
や
県

と
展
開
し
て
き
た
ア
ジ
ア
、
欧
州
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
な
ど
に
よ
り
、
新
た
な
販
路
拡
大
な
ど
年
々
流

通
の
幅
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
県
内
５
件
の
国
宝
の
う
ち
３
件
を
有

す
る
甲
州
市
だ
か
ら
こ
そ
注
目
が
集
ま
る
多
彩
な
文

化
財
を
は
じ
め
、
自
然
や
地
域
文
化
、
果
実
や
ワ
イ

ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
魅
力
に
磨
き
を
か
け
る

こ
と
で
、
更
な
る
交
流
人
口
の
増
加
に
も
繋
げ
て
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
が
全
国
的
に
各
自
治
体
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
甲
州
市
で
は
、
こ
の
地
域

　　１１月５日に告示、同１２日に投開票された甲州市　
　長選挙で４期目の当選を果たした田辺篤市長。多様化　
　するニーズに対応すべく、今後のまちづくりビジョン　
　を語っていただきました。　

現
状
課
題
が
飛
躍
の
契
機

住
ん
で
良
か
っ
た
甲
州
市
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こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
て
良
か
っ
た

こ
こ
に
暮
ら
し
て
み
た
い

そ
う
心
か
ら
想
え
る
ま
ち
を
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
築
い
て
い
き
た
い
―
。

に
し
か
で
き
な
い
施
策
や
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様
が
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

と
実
感
で
き
る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ
、
成
長
で
き
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政
基
盤

を
強
化
す
る
と
同
時
に
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
の
甲
州
市
の
フ
ァ
ン
な
ど
関
係
各
位
の
皆

様
方
と
の
力
強
い
協
働
と
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
の
甲
州
市
の
た
め
に
、
よ
り

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
市
政
を
運
営
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
、
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
２
０
２
７
年
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
な
ど
歴
史
的
出
来
事
は
、
甲
州
市
に
必

ず
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
、
甲
州
市
を
大
き
く
飛

躍
さ
せ
る
絶
好
の
契
機
と
な
る
も
の
と
期
待
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
現
在
、
世
界
農
業
遺
産
へ
の

挑
戦
、
峡
東
ワ
イ
ン
リ
ゾ
ー
ト
構
想
、
歴
史
的
風
致

維
持
向
上
計
画
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン

プ
地
整
備
な
ど
の
事
業
展
開
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
多
彩
な
地
域
資
源
を
最

大
限
に
輝
か
せ
、
新
た
な
発
展
と
成
長
へ
と
繋
が
り
、

多
く
の
専
門
家
や
愛
好
家
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か

ら
関
心
や
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

未
来
へ
と
繋
が
る
甲
州
市
を
築
き
上
げ
る
に
は
、

長
年
積
み
上
げ
て
き
た
綿
密
な
計
画
と
不
断
の
努
力

が
重
要
で
す
。「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」「
継

続
は
力
な
り
」
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
と
築
き
上
げ
て
き
た
実
績
を
も
と
に
、

「
愛
着
と
誇
り
」
を
込
め
て
、
市
民
の
誰
も
が
「
住
ん

で
良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
て
良
か
っ
た
」
と
実
感
で

き
る
甲
州
市
を
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
一
緒
に
成
長

さ
せ
、
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。



平成 29 年 12 月 4

１）若者が住みやすいまちづくり
２）高齢者が笑顔で集うまちづくり
３）農商工が連携するまちづくり
４）歴史文化を継承するまちづくり
５）活気ある観光交流のまちづくり

　子育て支援や学校教育、農業や観光の振興、高齢者施策などを
より充実させ、甲州市が目指す将来像「豊かな自然　歴史と文化
に彩られた果樹園交流のまち」の更なる推進と同時に、誰もが充
実と満足を実感できる日本一の住みやすい甲州市を目指します。

充実と満足を実感

５つの基本方針。

　安心して子どもを産み、楽しく子育てがで
きる地域社会の形成に向け、経済的負担の軽
減策など子育て環境の充実を目指します。

　賑わいのある空間づくりに向け、農業の成
長産業化や企業誘致による雇用確保や拡充、
空き家対策等による商店街活性化の充実を目
指します。

　市民一人ひとりの健康寿命を延伸するため
健康教育や健康相談体制を強化、介護予防、
在宅福祉など支援策の充実を目指します。

　自然景観や果樹栽培、歴史的文化遺産、伝
統芸能の継承に向け、地域に根ざした保全と
活用・振興策、芸術文化振興の充実を目指し
ます。

　次代を担う子ども達が、夢と希望を抱き成
長できる教育環境、スポーツや文化など能力
を存分に発揮できる地域社会の充実を目指し
ます。

　女性一人ひとりが輝き、希望をもって地域
社会で活躍するために、子育て・家庭・仕事
が両立できる支援策の充実を目指します。

　地震や風水害などの自然災害に強い安全で
安心のまちに向け、消防・救急体制の充実、
避難所や道路など交通網整備の充実を目指し
ます。

　市民とのパートナーシップを強化して、地
域資源や観光スポット、都市基盤の整備、特
産品の販路拡大、全国各地へ情報発信の充実
を目指します。

 　 
田辺市長

新時代へ
の挑戦。

出産・子育て

若者サポート

健康・福祉

歴史・文化

教育環境

女性サポート

災害対策

魅力度ＵＰ
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甲州市議会議員
この度、当選された甲州市議会議員を紹介します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・議席番号順）

掲載内容
氏名、当選回数、年齢、党派等（無：無党派　公：公明党　
共：共産党）（現：再選　新：新人　元：元職）、住所

※年齢は 11 月 27 日現在

甲州市議会議員一般選挙
結果報告

　甲州市議会議員一般選挙は、立候補届出者が定数１８人であったため、無投票となり、以下の方々（現
職１０人・新人 7 人・元職１人）が当選しました。任期は、本年１１月２７日から平成３３年１１月
２６日までの４年間です。

葊瀬明弘 ②
５７歳　無現
（下塩後）

葊瀬重治 ③
６８歳　無元
（下於曽）

夏八木盛男 ④
６９歳　無現

（菱山）

飯島武志 ①
７４歳　無新
（上井尻）

廣瀬宗勝 ④
７８歳　無現
（上塩後）

青柳好文 ①
５９歳　無新
（上粟生野）

岡部紀久雄 ②
６７歳　無現
（上於曽）

廣瀬一郎 ①
５３歳　公新

（藤木）

髙野浩一 ①
４８歳　無新

（千野）

飯島孝也 ①
４４歳　無新
（下岩崎）

中村勝彦 ④
４４歳　無現

（竹森）

黒川武雄 ②
５８歳　無現
（下小田原）

日向　正 ②
６９歳　無現
（上於曽）

小林真理子 ①
４０歳　無新
（上於曽）

高畑一幸 ②
５３歳　無現
（上於曽）

丸山国一 ④
６２歳　無現
（上於曽）

川口信子 ③
７０歳　共現
（小佐手）

平塚　悟 ①
３７歳　無新

（勝沼）
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若
狭
由
美
子
（
等
々
力
）

　
清
水
あ
け
み
（
西
野
原
）

　
宿
沢
　
英
美
（
上
塩
後
）

　
中
村
き
み
え
（
下
於
曽
）

　
中
村
真
由
美
（
上
於
曽
）

　
廣
瀬
　
初
江
（
三
日
市
場
）

　
長
谷
川
正
恵
（
上
井
尻
）

　
小
野
　
和
子
（
上
萩
原
）

前
教
職
員
　
校
長

　
里
吉
　
一
郎
（
山
梨
市
）

　
田
邉
　
康
仁
（
下
小
田
）

　
岡
　
　
利
光
（
下
於
曽
）

前
市
職
員

　
石
田
　
政
輝
（
初
鹿
野
）

　
小
林
　
輝
章
（
西
野
原
）

　
三
森
今
朝
美
（
菱
　
山
）

　
葊
瀬
　
佐
苗
（
上
萩
原
）

　
坂
本
　
　
昇
（
赤
　
尾
）

感
謝
状

　
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
多
額

の
ご
寄
付
を
さ
れ
た
方
及
び

団
体
の
皆
様
に
表
彰
す
る
も

の
で
す
。

文
化
財
保
護
事
業

　
飯
田
　
大
貴 （
東
京
都
）

　

甲
州
市
制
施
行
日
の
11
月
１
日
、
甲
州
市
民
文
化
会
館
で
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て
、
市
制
施

行
12
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
田
辺
市
長
が
甲
州
市
誕
生
か
ら
今
日
ま

で
の
歩
み
を
振
り
返
る
式
辞
を
述
べ
、
そ
の
後
、
地
域
の
活
性
化
や
発
展
に
多
大
な
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
、
表
彰
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

表
彰
者
は
掲
載
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

甲
州
市
制
施
行

十
二
周
年
記
念
式
典

有
功
表
彰

　
多
年
に
わ
た
り
、
市
の
公

職
を
勤
め
る
な
ど
、
本
市
の

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

前
市
議
会
議
員

　
故
矢
野
義
典
（
藤
　
木
）

前
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
木
下
み
ど
り
（
初
鹿
野
）

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
石
田
　
春
雄
（
日
　
影
）

功
労
表
彰

　
多
年
市
の
公
職
に
あ
た
り

功
績
が
あ
る
方
を
表
彰
す
る

も
の
で
す
。

前
市
消
防
団
　
団
長

　
橋
爪
　
孝
裕
（
藤
　
木
）

前
市
消
防
団
　
副
団
長

　
篠
塚
　
　
修
（
日
　
影
）

　
南
　
　
淳
一
（
中
萩
原
）

前
市
消
防
団
　
分
団
長

　
雨
宮
　
幸
博
（
千
　
野
）

　
反
田
　
雄
樹
（
西
広
門
田
）

　
古
屋
　
浩
司
（
小
屋
敷
）

　
広
瀬
　
　
修
（
竹
　
森
）

　
新
田
　
哲
也
（
上
小
田
原
）

　
小
澤
　
泰
之
（
等
々
力
）

　
神
田
　
　
満
（
下
岩
崎
）

　
辻
　
　
寛
治
（
　
山
　
）

　
佐
藤
陽
一
郎
（
中
　
原
）

前
市
消
防
団
　
部
長

　
功
刀
　
　
健
（
上
於
曽
）

　
小
島
　
達
也
（
上
井
尻
）

　
矢
澤
　
謙
一
（
上
小
田
原
）

　
野
澤
　
利
憲
（
等
々
力
）

　
竹
内
　
　
材
（
勝
　
沼
）

　
原
　
　
茂
晃
（
藤
　
井
）

　
金
井
　
勝
雄
（
小
佐
手
）

　
三
森
　
和
宏
（
菱
　
山
）

　
佐
藤
　
正
伴
（
日
　
影
）

　
平
山
　
　
靖
（
田
　
野
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
古
田
　
京
子
（
初
鹿
野
）

　
山
本
　
　
睦
（
赤
　
尾
）

前
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
平
山
　
佳
美
（
上
塩
後
）

前
食
生
活
改
善
推
進
委
員

　
楠
　
　
洋
子
（
三
日
市
場
）

　
澤
登
恵
美
子
（
平
　
沢
）

　
秦
　
　
美
咲
（
中
萩
原
）

　
鈴
木
　
洋
子
（
下
塩
後
）
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日本戦没学生手記
　レプリカ完成披露・講演会
　１０月２０日、市教育委員会は、市内出身で戦争で亡
くなった学徒兵中村徳郎さんが戦中での想いを未来へ託
した「日本戦没学生の手記」のレプリカの完成に伴い披
露および講演会を行いました。式典には、手記などを寄
贈していただいた、中村はるねさん（徳郎さんの姪）が
参加し、田辺市長から手記のレプリカを手渡しました。
中村さんは「手記などは平和の継承や戦争の悲惨さを伝
える大切な資料」と徳郎さんの想いを伝えました。

善行表彰
　市民の模範となり篤行のあった方及び
団体の皆様に表彰するものです。

　桐原　　宣（熊　野）

　三森　　始（菱　山）

　小泉　克郎（上於曽）

　入倉　金ヨ（下塩後）

市民栄誉賞
　広く市民に敬愛され、社会に明るい希
望を与え、本市の名を高めた方及び団体
を表彰するものです。

　輿石　努（等々力）
第 33 回全日本シニアバドミントン選手権大会
45 歳以上混合ミックスの部　全国優勝

　葊瀬　久美（下於曽）
第 64 回ＮＨＫ杯全国放送コンテスト　
アナウンス部門　全国優勝

地元野菜のほうとうと
　日川渓谷の紅葉を堪能
　１１月４日、日川渓谷レジャーセンターで、第３７
回武田陣中ほうとう祭りを開催しました。紅葉で色づ
くなか、約１，５００人の来場者が訪れ、地元野菜たっ
ぷりのほうとうをふるまいました。甲斐天目山勝頼公
太鼓の演奏がお祭りを盛り上げ、特産品の出店や「親
子マス釣り体験」が行われるなど、美味しいほうとうと、
紅葉深まる甲州市の秋を楽しみしました。

12 周年を記念して出席者全員で万歳三唱（写真右）／
祝小学校６年生が市民憲章と子ども憲章を朗読（写真
左上）／市民栄誉賞を受け取る葊瀬久美さん（写真左中）
／市の発展にご尽力された皆さん（写真左下）



平成 29 年 12 月 8

 甲州市決算平成 28 年度
平
成
28
年
度　
一
般
会
計
決
算
の
概
要

  

教
育
や
福
祉
、
保
健
、
産
業
の
振
興
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
最
も
関
連
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
と
な
る
一
般
会
計
の
平
成
28
年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
、
歳
入
は
、
前
年
度
比
19
億
４
，
６
０
７
万

２
千
円
（
△
９
．
５
％
）
減
の
１
８
５
億
９
，
５
６
６
万
３
千
円
、
歳
出
が
前
年
度
比
15
億
３
，
１
１
８

万
９
千
円
（
△
７
．
８
％
）
減
の
１
７
９
億
９
，
５
２
９
万
２
千
円
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
６
，

５
８
６
万
１
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
５
億
３
，
４
５
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
市
税
で
軽
自
動
車
税
は
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
都
市
計
画
税
に
お
け
る
課

税
停
止
な
ど
の
影
響
で
、
全
体
と
し
て
は
１
億
３
，
９
１
８
万
４
千
円
（
△
３
．
３
％
）

の
減
、地
方
交
付
税
は
、雪
害
対
策
分
の
算
入
に
よ
り
３
，４
５
３
万
１
千
円
（
０
．
６
％
）

の
増
、
国
庫
支
出
金
は
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
や
、
臨
時

福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
補
助
金
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の
減
な
ど
に
よ
り
３
億

１
，
８
０
４
万
円
（
△
15
．
５
％
）
の
大
幅
な
減
、
県
支
出
金
は
、
大
雪
災
害
の
復
旧
支

援
事
業
に
係
る
補
助
金
が
終
了
し
、
11
億
４
，
７
４
３
万
８
千
円
（
△
53
．
８
％
）
の
大

幅
な
減
、
寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
減
と
な
り
、
全
体
と
し
て
１
億
６
，
７

７
５
万
２
千
円
（
△
20
．
６
％
）
の
大
幅
な
減
、
繰
入
金
は
、
合
併
振
興
基
金
並
び
に
ふ

る
さ
と
支
援
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
増
に
よ
り
２
億
５
，
８
０
９
万
１
千
円
（
１
１
４
．

８
％
）
の
大
幅
な
増
、
市
債
は
、
前
年
度
実
施
し
た
大
型
の
普
通
建
設
事
業
が
終
了
し
た

こ
と
に
よ
る
減
が
あ
っ
た
が
、
借
換
債
の
発
行
に
よ
り
１
億
７
，
３
２
２
万
４
千
円
（
８
．

０
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
総
務
費
で
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
が
減
少
し
た
こ
と
に
伴
う
ふ
る
さ
と
納

税
者
謝
礼
特
産
品
購
入
費
及
び
当
該
寄
付
金
の
ふ
る
さ
と
支
援
基
金
へ
の
積
立
金
の
減
、

職
員
構
成
に
よ
る
人
件
費
の
減
、
臨
時
職
員
賃
金
や
旧
勝
沼
庁
舎
解
体
、
駐
車
場
整
備
費

の
減
な
ど
に
よ
り
１
億
６
，
５
７
０
万
円
（
△
５
．
２
％
）
の
減
、
民
生
費
は
、
民
間
保

育
所
建
設
事
業
補
助
金
、
国
保
会
計
・
後
期
高
齢
者
会
計
へ
の
操
出
金
、
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
よ
る
救
護
施
設
（
鈴
宮
寮
）
入
所
者
措
置
費
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
事
業
の

減
な
ど
に
よ
り
、
６
，
３
７
３
万
３
千
円
（
△
１
．
３
％
）
の
減
、
衛
生
費
は
、
建
設
事

業
終
了
に
よ
る
甲
府
・
峡
東
地
域
ご
み
処
理
施
設
組
合
建
設
費
等
負
担
金
の
減
、
大
和
ふ

る
さ
と
会
館
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業
の
終
了
や
、
一
般
家
庭
可
燃
物
ご
み
焼
却
処
理

委
託
料
等
の
減
に
よ
り
１
億
５
，
４
６
３
万
１
千
円
（
△
８
．
７
％
）
の
減
、
農
林
水
産

業
費
は
、
大
雪
災
害
の
復
旧
支
援
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
14
億
１
，
２
９
７

万
９
千
円
（
△
64
．
０
％
）
の
大
幅
な
減
、
商
工
費
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
、
近

代
産
業
遺
産
整
備
事
業
の
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り
２
億
７
，
２
４
７
万
３
千
円
（
△

42
．
０
％
）
の
大
幅
な
減
、
土
木
費
は
、
市
道
下
塩
後
22
号
線
改
良
事
業
等
の
社
会
資
本

整
備
事
業
の
事
業
費
の
増
、
駅
前
広
場
整
備
事
業
費
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
改
修
事
業
費

な
ど
の
増
に
よ
り
７
，
９
１
１
万
９
千
円
（
４
．
５
％
）
の
増
、
消
防
費
は
、
大
藤
分
団

の
統
合
に
伴
う
詰
所
整
備
事
業
の
減
、
消
防
自
動
車
整
備
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、
６
，

４
９
２
万
６
千
円
（
△
８
．
７
％
）
の
減
、
教
育
費
は
、
小
中
学
校
屋
内
運
動
場
非
構
造

部
耐
震
事
業
費
や
小
学
校
の
普
通
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
費
、
中
央
公
民
館
駐
車
場
舗

装
工
事
費
等
の
減
要
因
が
あ
っ
た
も
の
の
、
塩
山
南
小
学
校
北
館
大
規
模
改
修
事
業
費
の

増
な
ど
に
よ
り
４
，
５
２
６
万
円
（
２
．
４
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

民生費
47 億 7,888 万 5 千円

【目的別決算状況】

歳　出
179 億 9,529 万 2 千円

歳　入
185 億 9,566 万 3 千円

歳入
一般会計

歳出
一般会計

分担金及び負担金など
29 億 6,677 万 6 千円

地方交付税
57 億 5,069 万 8 千円

市税
40 億 8,202 万 3 千円

国・県支出金
27 億 2,205 万 1 千円

市債
23 億 3,462 万 4 千円

地方譲与税・各種交付金
7 億 3,949 万 1 千円

労働費
2,523 万 5 千円

総務費
30 億 4,272 万 9 千円

公債費
27 億 9,197 万 5 千円

教育費
18 億 9,407 万 5 千円

土木費
18 億 1,912 万 3 千円

衛生費
16 億 2,674 万 4 千円

農林水産業費
7 億 9,614 万 5 千円

消防費
6 億 7,848 万 4 千円

商工費
3 億 7,613 万 3 千円 議会費

1 億 6,576 万 4 千円
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歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
人
件
費
、
扶
助
費
及
び

公
債
費
で
構
成
さ
れ
る
義
務
的
経
費
は
、
前
年
度
比
４
億
５
，

６
４
４
万
円
増
の
80
億
６
，
０
１
１
万
８
千
円
（
借
換
え
分
を

除
く
と
前
年
度
比
４
０
１
万
６
千
円
増
の
74
億
３
，
４
１
９
万

４
千
円
）、
普
通
建
設
事
業
費
等
で
構
成
さ
れ
る
投
資
的
経
費
は
、

前
年
度
比
３
億
２
，
９
２
６
万
１
千
円
減
の
20
億
８
，
０
２
９

万
円
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
等
の
そ
の
他
の
経
費
は
、
前
年

度
比
16
億
５
，
８
３
６
万
８
千
円
減
の
77
億
１
，
１
２
３
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
度
末
の
一
般
会
計
の
市
債
現
在
高
は
、
２

４
４
億
９
，
７
６
６
万
６
千
円
と
な
り
２
億
４
，
０
５
５
万
９

千
円
減
少
し
ま
し
た
。

  

今
後
も
自
主
財
源
の
確
保
を
図
り
、
ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
を
行
い
な
が
ら
経
費
の
削
減
に
努
め
、
よ
り
水
準
の
高

い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

財政
状況

特別
会計

平成 28 年度甲州市企業会計決算額     
事業名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

水道事業 4 億 7,394 万 1 千円 4 億 2,548 万 2 千円 2,872 万 3 千円 1 億 6,709 万 9 千円
勝沼ぶどうの丘事業 9 億 6,441 万 6 千円 9 億 5,682 万 3 千円 0 円 6,020 万 6 千円
勝沼病院事業 2,393 万 3 千円 2,388 万 5 千円 862 万 5 千円 1,961 万円

※水道事業会計
　・収益的収入支出及び資本的収入支出には仮受仮払消費税及び地方消費税を含む。
　・資本的収入不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんした。
※勝沼ぶどうの丘事業会計
　・収益的収入支出には入湯税を含む。
　・収益的収入支出及び資本的収入支出には仮受仮払消費税及び地方消費税を含む。
　・資本的収入不足額は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補てんした。
※勝沼病院事業会計
　・収益的支出及び資本的支出には仮払消費税及び地方消費税を含む。
　・資本的収入不足額は過年度分損益勘定留保資金で補てんした。

企業
会計

【性質別決算状況】

平成 28 年度特別会計決算額
会計名 歳入総額 歳出総額 実質収支額

国民健康保険事業 49 億 635 万 9 千円 48 億 7,856 万 9 千円 2,779 万円
診療所事業 7,915 万円 7,811 万 5 千円 103 万 5 千円
後期高齢者医療 3 億 7,826 万 8 千円 3 億 7,622 万 9 千円 203 万 9 千円
介護保険事業 36 億 4,620 万 9 千円 36 億 33 万 6 千円 4,587 万 3 千円
居宅介護予防支援事業 2,080 万 6 千円 1,639 万 5 千円 441 万 1 千円
訪問看護事業 4,681 万 9 千円 4,636 万 6 千円 45 万 3 千円
下水道事業 13 億 8,648 万 5 千円 13 億 8,609 万 4 千円 39 万 1 千円
簡易水道事業 7 億 848 万 5 千円 7 億 660 万 3 千円 188 万 2 千円
大藤財産区 509 万 9 千円 282 万円 227 万 9 千円
神金財産区 690 万 6 千円 530 万 6 千円 160 万円
萩原山財産区 1,762 万 7 千円 1,586 万 9 千円 175 万 8 千円
竹森入財産区 95 万 8 千円 48 万 6 千円 47 万 2 千円
岩崎山保護財産区管理会 48 万 5 千円 32 万 7 千円 15 万 8 千円

投資的経費
20 億 8,029 万円

投資及び出資金・貸付金
1 億 2,000 万円

義務的経費
80 億 6,011 万 8 千円

人件費
23 億 9,002 万 5 千円

扶助費
28 億 7,811 万 8 千円

公債費
27 億 9,197 万 5 千円

普通建設事業費
20 億 8,029 万円

物件費
30 億 3,684 万 9 千円

維持補修費
6,403 万 5 千円

補助費等
21 億 1,342 万 4 千円

操出金
19 億 667 万円

積立金
6 億 1,390 万 6 千円
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（人口３２，６５０人　平成２９年４月１日現在）

市民一人あたり
の目的経費内訳

民生費　146,367 円

総務費　93,192 円

公債費　85,512 円

教育費　58,011 円

高齢者・子育て
支援・障害者な
どのために

課税徴収・住民
窓口・庁舎管理
などのために

各種事業を実施
した際の借入金
の返済のために

義務教育・生涯
学習・文化財保
護・スポーツ振
興などのために

防災・消防団・
常備消防のため
に

商工業や観光の
振興のために

市議会の運営の
ために

勤労者福祉・高
齢者の就労促進
などのために

道路や橋の整備
・河川の改修・
市営住宅などの
ために

健康診断・予防
接種・環境衛生
・ゴミ処理など
のために

農林業の振興の
ために

土木費　55,716 円

衛生費　49,824 円

農林水産業費　24,384 円

消防費　20,781 円

商工費　11,520 円

議会費　5,077 円

労働費　773 円

市民一人あたりの歳出決算額は‥‥‥‥５５１，１５７円
市民一人あたりの税負担額は‥‥‥‥‥１２５，０２４円

　市の予算と家庭の家計では仕組みが違いますが、
わかりやすく例えるために、平成 28 年度一般会計
の決算を家計簿に置き換えてみました。

こうしゅう家
家計簿

収　入
こうしゅう家の年収

（市税などの自主財源） 500 万円

親からの支援
（国県支出金など） 653 万円

ローンの借入
（市債） 166 万円

合　計 1,319 万円

支　出
食費（人件費） 170 万円
家族の医療費（扶助費） 204 万円
家族への仕送り（繰出金） 135 万円
自宅の増改築や車の修理費など

（投資的経費、維持補修費） 152 万円

自治会やサークル活動の会費など
（補助費、貸付金） 158 万円

光熱費、通信費など（物件費） 215 万円
ローンの返済（公債費） 198 万円
その他（積立金、予備費） 44 万円
合　計 1,276 万円
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（平成 29 年 9 月 30 日現在）
水　道　事　業

項　　目 金　　額
営業収益 1 億 4,275 万円
営業費用 1 億 5,886 万 8 千円
営業外収益 2,712 万 2 千円
営業外費用 1,083 万 1 千円

勝　沼　ぶ　ど　う　の　丘　事　業
項　　目 金　　額

営業収益 4 億 8,720 万 5 千円
営業費用 3 億 9,923 万 1 千円
営業外収益 11 万 7 千円
営業外費用 0 円

勝　沼　病　院　事　業
項　　目 金　　額

医業収益 0 円
医業費用 97 万 8 千円
医業外収益 0 円
医業外費用 78 万 3 千円

（平成 29 年 9 月 30 日現在）
土　地 1,876,860㎡
建　物 186,686㎡
基　金 43 億 9,161 万円
出資金 2 億 382 万 5 千円

※平成 29 年度分として収入を見込んだ市税等の額
（平成 29 年 9 月 30 日現在）

市税等の内訳 金　　額
市民税（個人分） 13 億 5,108 万 1 千円
市民税（法人分） 7,529 万 8 千円
固定資産税 21 億 4,403 万 3 千円
軽自動車税 1 億 3,096 万 6 千円
市たばこ税 1 億 774 万 8 千円
入湯税 1,072 万 6 千円
都市計画税 0 円
国民健康保険税 9 億 9,207 万 1 千円

甲州市の財政状況の公表 　地方自治法第 243 条の 3 ならびに「甲州市の財政
状況の作成及び公表に関する条例」に基づき、平成 29
年 9 月末現在における本市の財政状況を公表します。

◆お問い合わせ先　財務経営課　行政経営担当　☎３２- ５０６５

※一般会計、特別会計、企業会計の合計
（平成 29 年 9 月 30 日現在）

市債 362 億 2,086 万円
一時借入金 0 円

市債及び一時借入金の現在高

公営事業の経理の概況 財産、基金及び出資金の状況

住民負担の状況

平成２９年４月 1 日から平成２９年９月３０日までの会計別収支の状況
（平成 29 年 9 月 30 日現在）

会　計　名 歳入 歳出 差引額
一般会計 82 億 2,151 万 1 千円 57 億 1,057 万 4 千円 25 億 1,093 万 7 千円
国民健康保険事業 18 億 3,743 万円 19 億 6,283 万 9 千円 △ 1 億 2,540 万 9 千円
診療所事業 241 万 5 千円 1,278 万 2 千円 △ 1,036 万 7 千円
後期高齢者医療 1 億 3,696 万 2 千円 1 億 3,805 万 5 千円 △ 109 万 3 千円
介護保険事業 14 億 7,961 万 3 千円 14 億 9,793 万 8 千円 △ 1,832 万 5 千円
居宅介護予防支援事業 1,031 万 8 千円 471 万 2 千円 560 万 6 千円
訪問看護事業 1,445 万 6 千円 2,224 万 6 千円 △ 779 万円
下水道事業 7,824 万 5 千円 3 億 9,636 万 1 千円 △ 3 億 1,811 万 6 千円
簡易水道事業 8,698 万 2 千円 2 億 4,717 万 6 千円 △ 1 億 6,019 万 4 千円
大藤財産区 505 万 8 千円 224 万 4 千円 281 万 4 千円
神金財産区 160 万 1 千円 2 万 4 千円 157 万 7 千円
萩原山財産区 1,188 万 2 千円 995 万 3 千円 192 万 9 千円
竹森入財産区 47 万 2 千円 8 万 6 千円 38 万 6 千円
岩崎山保護財産区管理会 15 万 8 千円 1 万 2 千円 14 万 6 千円

※「△」はマイナスを表します
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　今回は、生徒たちが制服を持って行き、

交流会の日とトロワ市を訪問するときに

着用しました。フランスでは、制服が珍し

く制服に身を包んだ日本の子どもたちが、

ボーヌの町やトロワで視察する様子は、と

てもフランスの方々に良い印象を与え、フ

ランスの新聞に掲載されるほどでした。

ボーヌの街を徒歩で移動　１日２万歩も歩きました！ワイン博物館で、ボーヌのワイン文化を学びました。

施療院（ホスピス）の前で制服で集合写真を撮りました。

素晴らしい縁を末永く続けたいとい
う想いをボーヌ市へ届けました♪

お世話になったホストファミリーとのお別れを惜しむ

ホストファミリーとともにボーヌ市役所前で記念撮影♪

フランスボーヌ市

Beaune
国際交流の心、育む―。
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甲州市内の中学生が
フランスボーヌ市を
訪問！

　９月２０日から９月２７日まで、甲州市中学生ボーヌ

市友好親善訪問団派遣事業として、市内の中学生２５名

がフランスのボーヌ市及び勝沼ワインの先駆者である髙

野・土屋両氏のゆかりの地、トロワ市を訪問しました。

≪ボーヌ市≫

　公共施設の視察などをはじめ、ホストファミリーと過

ごした日々のすべてが新鮮で、異なる文化を肌で感じた

８日間となりました。言葉の壁はあっても、心を通わせ

ることが出来るという気づきは、生徒たちにとってこれ

からのグローバルな社会を生きるうえで必要不可欠な国

際感覚を養うことの大切さを教えてくれました。

≪トロワ市≫

　勝沼ワインの先駆者髙野・土屋両氏が滞在していた、

シャルル　バルテ家を訪問し、ひ孫のイザベル　デュモ

ンさんが日本の音楽を流し訪問団を快く迎えてくれまし

た。また、当時の貴重な資料をたくさん見せていただき、

その中の数点を甲州市へ寄贈してくださいました。また、

両氏が栽培方法や技術を学んだクロ・サント・ソフィー

農園では、１４７年前にふたりが見たであろう景色を

しっかり目に焼きつけ、日本ワインをけん引する甲州市

の原点を改めて感じることが出来ました。

交流会では、ホストファミリーに書のプレゼント♪

クロ・サント・ソフィー農園でピース！

フランス語のパンフ
レットを作成し、甲
州市を PR しました。

　１０月２０日から２２日まで、ボーヌ市で開催された「ボー

ヌ･フェスティバル ･ ジャポン」に参加し、世界的なワイ

ンの名醸地であるブルゴーニュ地域の皆さんに甲州種など

１５銘柄のワインを味わっていただきました。フランスでの

甲州産ワインのＰＲは初めての試みでしたが、日本ワインに

関心を持った多くの人々で賑わい、ブドウの棚栽培の方法

やワインの醸造方法について多くの質問が寄せられました。

特に日本らしい香りと味わいに「日本でこんなに美味しいな

ワインを造っているとは知らなかった」といった意見も多く、

日本ワインの品質の高さに多くの人々が驚嘆していました。

また、童謡「花かげ」で縁のある秋田県から取り寄せた「い

ぶりがっこ」の上に、フランスの食卓に欠かせないチーズ

をコラボした、日本らしいつまみは、甲州ワインに非常に

合うと大好評を得ました。他のブースでは、日本酒や盆栽、

織物、陶芸、アニメ、書道、和菓子なども紹介され、連日

多くの方々で賑わっていました。市民５０名あまりが集まっ

た歓迎会では、ボーヌ市長のアラン・シュグノーさんから、「今

後も引き続き交流の輪を広げていきたい」とのあいさつが

ありました。甲州市・ボーヌ市の更な

る友好親善を深めるとともに、新たに

産業分野での交流など、人・まち交流

の発展が期待されるフェスティバル参

加となりました。

K O S H U  O F  J A P O N

Au Japon, on cult ive en général le cépage de Koshu en trei l le. Le cépage a 

été inscrit à l ’ O.I.V. (Off ice Internationale de la vigne et du vin) en tant que 

cépage particul ier au Japon en 2010. Comme vous pouvez le présumer par le 

nom de la vi l le, la vi l le de Koshu est la grande région productrice du raisin de 

Koshu et du vin de Koshu.

Le procédé de vinif ication est sophistiqué tout en 
maintenant la tradit ion 

et évolue vers une 
technique qui produit 

des vins appréciés dans 
le monde.

Questionnaire d'exposit ion tourist ique de la 
vi l le de Koshu:

Adresse de la vi l le de Koshu
1085-1 EnzanKamiozo 

Koshu-shi Yamanashi-ken
404-0042 JAPON

“ Vin de Koshu”

Informations sur l’accès à la ville de Koshu

Accès par autobus express

Accès train

JR Chuo Ligne6 minutes

JR Chuo Ligne4 minutes

Narita Express 1 heure 25 minutes

Narita Express 1 heure

JR Chuo Ligne20 minutes

Kei-kyu Ligne40 minutes

JR Yamanote Ligne20 minutes

3 heures 10 minutes
2 heures 40 minutes

Aéroport de Narita
Aéroport de Haneda

1 heure 30 minutes

Chuo Ligne Express limité

la gare Enzan

Aéroport de Narita

la gare Katsunuma Budo-Kyo

la gare Kaiyamato

la gare Shinjuku

 la gare Tokyo

Aéroport de Haneda

la gare Shinagawa

Katsunuma IC

Aéroport de Haneda

Tokyo
Koshu

Aéroport de Narita

maeshima[最終②].indd   2-3

2017/09/14   17:39:50

 ボーヌフェスティバル

 ジャポン
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施設名 電話番号 12/26
（火）

27
（水）

28
（木）

29
（金）

30
（土）

31
（日）

1/1
（月）

2
（火）

3
（水）

4
（木）

5
（金）

６
（土）

文
化
施
設
・
図
書
館

甲州市民文化会館 ☎３２ ‐ １４１１
勝沼市民会館・勝沼防災センター ☎４４ ‐ １１１１
勝沼中央公民館 ☎４４ ‐ ２１００
大和ふるさと会館・大和図書館 ☎４８ ‐ ２９２１
勝沼図書館 ☎４４ ‐ ３７４６
塩山図書館 ☎３２ ‐ １５０５
甘草屋敷子ども図書館 ☎３３ ‐ ５９２６
旧高野家住宅　甘草屋敷 ☎３３ ‐ ５９１０
勝沼ぶどうの国文化館 ☎４４ ‐ ３３１２
宮光園 ☎４４ ‐ ０４４４
旧田中銀行 ☎４４ ‐ ３７５５ １２月２５日～１月１２日まで休館
勝沼トンネルワインカーヴ ☎２０ ‐ ４６１０
釈迦堂遺跡博物館 ☎４７ ‐ ３３３３

ス
ポ
ー
ツ

塩山総合グラウンド・塩山体育館
塩山ふれあい館 ☎３２ ‐ １１１６

勝沼体育館・勤労者体育館
勝沼中央公園運動場・勝沼弓道場 ☎４４ ‐ ２１００

大和スポーツ公園・武田の郷錬成館
やまとの杜アリーナ ☎４８ ‐ ２９２１

勤労青少年ホーム ☎３３ ‐ ６９５５
塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎３２ ‐ １５９６

福
祉

大藤診療所 ☎３３ ‐ ２６４９ ２８日は午前中のみ診療 ４日は午前中
のみ診療

福祉あんしん相談センター ☎３２ ‐ ０２８５
勝沼病院 ☎４４ ‐ １１６６ ２９日は午前中のみ診療
塩山保健福祉センター ☎３３ ‐ ７８１１
勝沼健康福祉センター ☎４４ ‐ １３２９
大和福祉センター（田野の湯） ☎４８ ‐ ２７４７

観
光
・
温
泉
施
設
等

大菩薩の湯 ☎３２ ‐ ４１２６
やまと天目山温泉 ☎４８ ‐ ２０００ １月２日、３日は午後６時まで
勝沼ぶどうの丘（売店・天空の湯・レ
ストラン・宿泊・駅ワインショップ等）☎４４ ‐ ２１１１ 年末年始も営業

日川渓谷レジャーセンター ☎４８ ‐ ２４５５ ３月３１日まで冬季休業

道の駅甲斐大和
軽食・売店

☎４８ ‐ ２５７１
レストラン

塩山駅観光案内所 ☎３３ ‐ ５９５８
勝沼ぶどう郷駅観光案内所 ☎４４ ‐ ５６２２
甲斐の国　大和自然学校 ☎４８ ‐ ２７７９
甲州市環境センター ☎３２ ‐ ２１１１ ２９日は午前９時～１１時まで
甲府・峡東クリーンセンター ☎ 055-266-7744

12/26 27 28 29 30 31 1/1 2 3 4 5 ６

休館・休業日：
平 常 業 務：

年末年始の窓口閉庁日
●市役所本庁舎　☎３２ ‐ ２１１１
　１２月２９日（金）～１月３日（水）
　出生、婚姻、死亡等の戸籍の届出は、年末年
始の閉庁日でも日直（市役所本庁舎のみ）が受
け付けます。
●勝沼支所　☎４４ ‐ １１１１
　１２月２９日（金）～１月３日（水）
●大和支所　☎４８ ‐ ２１１１
　１２月２９日（金）～１月３日（水）

〇コンビニ交付サービス
　住民基本台帳カード及びマイナンバーカード
による各種証明書のコンビニ交付サービスは次
の通り停止します。
１２月２８日（木）午後１１時
　　　　　　～１月４日（木）午前６時３０分

年末年始の市民バス運休案内
問市民課　市民生活担当　☎３２ ‐ ５０６８

●全便運休
〇デマンドバス
　１２月３０日（土）～１月３日（水）
〇甲州市（塩山・勝沼・大和）縦断線、塩山市
民病院線、ぶどうコース、ワインコース、玉宮
線、下柚木線
　１２月３１日（日）～１月３日（水）
〇塩山高校線
　１２月２２日（金）～１月５日（金）
●一部運行
〇大菩薩峠登山口線【一部運行】
・塩山駅南口発
　午前　９時３０分
　午前１１時２０分
　午後　２時２８分
・大菩薩峠登山口発
　午前１０時００分
　午前１１時５７分
　午後　３時００分
〇二本木経由大菩薩の湯線【一部運行】
・塩山駅南口発　午後１時００分
・大菩薩の湯発　午後１時３０分
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甲州市民文化会館 ☎３２ ‐ １４１１
勝沼市民会館・勝沼防災センター ☎４４ ‐ １１１１
勝沼中央公民館 ☎４４ ‐ ２１００
大和ふるさと会館・大和図書館 ☎４８ ‐ ２９２１
勝沼図書館 ☎４４ ‐ ３７４６
塩山図書館 ☎３２ ‐ １５０５
甘草屋敷子ども図書館 ☎３３ ‐ ５９２６
旧高野家住宅　甘草屋敷 ☎３３ ‐ ５９１０
勝沼ぶどうの国文化館 ☎４４ ‐ ３３１２
宮光園 ☎４４ ‐ ０４４４
旧田中銀行 ☎４４ ‐ ３７５５ １２月２５日～１月１２日まで休館
勝沼トンネルワインカーヴ ☎２０ ‐ ４６１０
釈迦堂遺跡博物館 ☎４７ ‐ ３３３３

ス
ポ
ー
ツ

塩山総合グラウンド・塩山体育館
塩山ふれあい館 ☎３２ ‐ １１１６

勝沼体育館・勤労者体育館
勝沼中央公園運動場・勝沼弓道場 ☎４４ ‐ ２１００

大和スポーツ公園・武田の郷錬成館
やまとの杜アリーナ ☎４８ ‐ ２９２１

勤労青少年ホーム ☎３３ ‐ ６９５５
塩山Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎３２ ‐ １５９６

福
祉

大藤診療所 ☎３３ ‐ ２６４９ ２８日は午前中のみ診療 ４日は午前中
のみ診療

福祉あんしん相談センター ☎３２ ‐ ０２８５
勝沼病院 ☎４４ ‐ １１６６ ２９日は午前中のみ診療
塩山保健福祉センター ☎３３ ‐ ７８１１
勝沼健康福祉センター ☎４４ ‐ １３２９
大和福祉センター（田野の湯） ☎４８ ‐ ２７４７

観
光
・
温
泉
施
設
等

大菩薩の湯 ☎３２ ‐ ４１２６
やまと天目山温泉 ☎４８ ‐ ２０００ １月２日、３日は午後６時まで
勝沼ぶどうの丘（売店・天空の湯・レ
ストラン・宿泊・駅ワインショップ等）☎４４ ‐ ２１１１ 年末年始も営業

日川渓谷レジャーセンター ☎４８ ‐ ２４５５ ３月３１日まで冬季休業

道の駅甲斐大和
軽食・売店

☎４８ ‐ ２５７１
レストラン

塩山駅観光案内所 ☎３３ ‐ ５９５８
勝沼ぶどう郷駅観光案内所 ☎４４ ‐ ５６２２
甲斐の国　大和自然学校 ☎４８ ‐ ２７７９
甲州市環境センター ☎３２ ‐ ２１１１ ２９日は午前９時～１１時まで
甲府・峡東クリーンセンター ☎ 055-266-7744

12/26 27 28 29 30 31 1/1 2 3 4 5 ６
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第１２回甲州市およっちょい祭り
雨にも負けずに開催
　１０月２９日、甲州市およっちょい祭り実行委員会
は、甲州市中央防災広場「塩むすび」をメイン会場に、
第１２回甲州市およっちょい祭りを開催しました。
　当日は、台風２２号の影響で一部中止となった演目
があったものの、およっちょい上棟式や市民参加によ
るギター演奏、ダンス披露のほか、市商工会や市内各
種団体の多彩な出店などが祭りを大いに盛り上げ、多
くの来場者で賑わいました。

１１月３日山梨ヌーボ解禁日　
　ぶどうの丘などで新酒を味わう
　１１月３日、ぶどうの丘で、山梨ヌーボ解禁日に合
わせ、市内１３社のワイナリーが一堂に会し第３１
回かつぬま新酒ワインまつりを開催しました。また、
１１月１１日には、（一社）ワインツーリズムが、ワイ
ンツーリズムやまなし２０１７秋を開催。
　両日ともに、県内外から多くの方々が市内を訪れ、
ブドウ畑が広がる景観のなか、造り手と交流し、日本
を代表するワイン産地の新酒ワインを存分に味わい、
楽しんでいました。

第 12 回甲州こどもフェスタ
　　　　親子の交流を深める
　１１月８日、塩山ふれあい館で、甲州こどもフェスタ
を開催しました。開場には市内外から約２５０組以上の
親子がおもちゃ交換会や親子遊び、ママの健康ブース、
子育て情報コーナーなど親子で楽しめる多彩な催しを通
じて交流を深めていました。
　このフェスタは、地域子育て支援センターを中心とし
たボランティア団体が企画運営するなど、子育て中の親
子を地域で応援しました。

新酒ワインで乾杯

ワインツーリズムを満喫する参加者 ワイナリー自ら新酒ワインを提供

親子でほしいおもちゃを探す（おもちゃ交換会） 勇壮なダンスを披露
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ころ柿づくりを体験
　　地域の伝統を次の世代へ
　松里地域を中心に、甲州市の冬の風物詩「ころ柿」。
江戸時代から継承されているといわれる伝統産業を学ぼ
うと１１月９日、松里小学校と井尻小学校の両校で、こ
ろ柿集会を開催。また、甲州市観光協会も同９日、市内
外から２０名のボランティアと一緒に、柿の皮むき軒先
につるす作業など、ころ柿づくりを体験する催しを甘草
屋敷で開催しました。
　なお、オレンジのカーテンと知られる軒先のころ柿風
景は、松里地域を中心に、１２月中旬頃まで見ごろです。

秋季火災予防週間
　消防演習で消防署員と消防団で連携
　甲州市消防団と塩山消防署では、秋季火災予防運動
の一環として、建物火災を想定した消防演習を毎年
行っています。
　今年は、１１月４日に市消防団奥野田分団と塩山消防
署による消防演習が、甲州市給食センターで行われ、消
化や伝達に関する消防操法の確認など実践さながらの訓
練をしました。なお、秋季火災予防運動の期間中、市消
防団は防災意識を目的とした啓発活動を行いました。

地域の歴史や魅力を発信
　　　　　　勝沼フットパス
　１１月１９日、勝沼フットパスの会は、ウェルカム
ツアー「石仏が守る里、山村を歩く」を開催し、６０
人の参加者を市民ガイドの案内で勝沼町山の古道を歩
き社寺などを巡りました。同会では毎年、勝沼地区の
コースを新規に開拓してオリジナルマップを作り、会
員がガイドを務めツアーを行っています。また、第１
日曜日に開催する「かつぬま朝市」でもツアーを開催
して地域の魅力を発信しています。

全校でころ柿づくり体験（井尻小学校）

ころ柿は１２月初旬まで甘草屋敷で見られます

真剣な眼差しでころ柿づくりを体験（松里小学校）

消防団では不測の事態に備えています会員が考案したコースを案内し魅力発信
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は
、
法
定
代
理
人
の
方
と
と
も
に
来
庁

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は

　
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
カ
ー
ド
本
体
お
よ
び
電
子

証
明
書
の
有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
有
効
期
限
満
了
後
、
引
き
続
き
同

様
の
機
能
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
へ
の

切
り
替
え
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０
‐
９
５
‐
０
１
７
８（
無
料
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

夜
間
受
取
窓
口

12
月
６
日
（
水
）
か
ら
、
完
全
予
約
制

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜
間
受
け
取

り
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
受
け
取
り
希

望
日
の
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
で
き
ま
す
。

毎
週
水
曜
日

午
後
５
時
15
分
～
７
時

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
課
窓
口

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～
１
０
５
）

税
務
課
資
産
税
担
当
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い

◦
相
続
人
代
表
者
の
届
出
は
お
早
め
に

　
土
地
・
家
屋
等
、
固
定
資
産
の
所
有
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
早
め
の
相
続

登
記
を
お
す
す
め
し
ま
す
が
、
も
し
、

手
続
き
が
遅
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

　　イベント　　講座・募集　　介護・福祉　　健康　　保険・税　　お知らせ　　

く

ら

し

の

情
報

第
２
次
甲
州
市
総
合
計
画（
案
）

意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
募
集

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
第

１
次
甲
州
市
総
合
計
画
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
計
画
の
最
終
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

計
画
案
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

◦
計
画
案
閲
覧
の
方
法
・
場
所

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
次
の
場
所
に
設
置

・
市
役
所
本
庁
舎　
政
策
秘
書
課

・
勝
沼
支
所

・
大
和
支
所

・
甲
州
市
民
文
化
会
館

・
勝
沼
中
央
公
民
館

・
勝
沼
図
書
館

・
大
和
ふ
る
さ
と
会
館

◦
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

・
12
月
１
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

・
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
閲
覧
は
各
施
設
の
開
庁
時
）

◦
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　
市
内
在
住
の
方
、
市
内
に
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
を
有
す
る
方
、
市
内
の
事
務

所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

方
、
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
方
、
市

内
で
滞
在
・
活
動
す
る
方
な
ど

ポ
ー
タ
ル
で
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
検

索
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
ま

す
。

◦
申
請
手
続
き

①
市
役
所
本
庁
舎
ま

た
は
各
支
所
、
郵

送
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
申
請
し

ま
す
。

②
約
１
ヶ
月
後
、市
か
ら
「
交
付
通
知
書
」

（「
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書
兼

照
会
書
」
は
が
き
）
が
届
き
ま
す
。

③
市
役
所
本
庁
舎
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

※
な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め
、
ご
本
人
の

来
庁
を
お
願
い
し
ま
す
。（
代
理
人
の

受
け
取
り
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
病
気

や
入
院
・
入
所
な
ど
に
限
ら
れ
ま
す
。）

交
付
通
知
書
・
通
知
カ
ー
ド
・
本
人
確

認
書
類
２
点
［
顔
写
真
付
き
の
公
的
な

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー

ト
等
）
及
び
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳

等
。］・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

　
な
お
、「
交
付
通
知
書
」
に
記
載
さ
れ

た
交
付
期
限
を
過
ぎ
、
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
カ
ー
ド
を
破
棄
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
民
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◦
代
理
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合

　
持
ち
物
の
ほ
か
に
申
請
者
本
人
が
来
庁

出
来
な
い
事
を
証
明
す
る
資
料
（
診
断

書
、
障
害
者
手
帳
、
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
等
）と
、

本
人
確
認
書
類
に
顔
写
真
付
き
の
公
的

な
身
分
証
明
書
を
申
請
者
本
人
及
び
代

理
人
そ
れ
ぞ
れ
必
ず
１
点
以
上
含
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
15
歳
未
満
の

方
や
成
年
後
見
制
度
を
受
け
て
い
る
方

◦
提
出
方
法

　
任
意
の
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡

先
を
明
記
し
、電
子
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
送
、
も
し
く
は
市
役
所
本
庁
舎
政
策

秘
書
課
窓
口
へ
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
り
提
出
く
だ
さ
い
。

※
お
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

問
政
策
秘
書
課　
政
策
調
整
担
当

　
〒
４
０
４
‐
８
５
０
１

　
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

　
☎
32
‐
５
０
６
４　
ＦＡＸ
32
‐
１
８
１
８

　
oseisaku@

city.koshu.lg.jp

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
こ
ん
な
場
面

で
使
え
ま
す
。

◦
公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て

　
顔
写
真
付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
口
座
開
設
な
ど
に
利
用
可
能
で

す
。

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
が
１
枚
で

　

年
金
や
税
な
ど
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
１
枚
提
示
す
れ
ば
手
続
き
で
き

ま
す
。

◦
コ
ン
ビ
ニ
や
市
役
所
で
住
民
票
な
ど
の

証
明
書
を
取
得
で
き
ま
す

　
「
住
民
票
の
写
し
」
と
「
印
鑑
証
明
書
」

が
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
（
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ

ン
）
で
、
窓
口
と
比
べ
１
０
０
円
お
得

に
取
得
で
き
ま
す
。
ま
た
、
休
日
に
も

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
年
末

年
始
は
機
械
停
止
あ
り
）

◦
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
や
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に

　
カ
ー
ド
に
搭
載
さ
れ
た
電
子
証
明
書
で

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
確
定
申
告
や
マ
イ
ナ

要
予
約
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

◆
◆
◆
一
葉
終
焉
の
地
を
訪
ね
て
「
研
修
受
講
報
告
」
◆
◆
◆

　
文
京
区
は
男
女
共
同
参
画
の
先
進
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。

　
区
役
所
内
に
は
ア
ジ
ア
唯
一
の
国
連
女
性
機
関
も
存
在
し
ま
す
。
教
え
を
乞
う
た
め
10

月
末
日
に
文
京
区
役
所
を
訪
ね
ま
し
た
。
研
修
講
師
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
担
当
の
女

性
課
長
で
、
世
界
比
較
、
数
値
に
よ
る
現
状
分
析
・
活
動
目
標
立
案
等
、
示
唆
に
富
む
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
２
時
間
か
け
て
作
家
樋
口
一
葉
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
歩
き

ま
し
た
。
最
初
は
幼
少
期
を
過
ご
し
た
桜
木
の
宿
跡
。
こ
こ
に
は
一
葉
真
筆
の
雅
俗
折
衷

文
が
刻
ま
れ
た
碑
が
あ
り
ま
す
。
様
変
わ
り
し
た
「
文
人
の
京
」
で
す
が
、
旧
伊
勢
屋
質

店
は
明
治
の
佇
ま
い
を
残
し
て
い
ま
し
た
。
一
葉
は
後
期
の
作
品
で
下
層
社
会
に
生
き
る

女
性
を
描
い
て
お
り
、
こ
の
眼
差
し
は
平
塚
ら
い
て
う
の
青
鞜
（
せ
い
と
う
）
に
繋
が
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
最
後
に
訪
れ
た
一
葉
終
焉
の
地
で
の
感
想
で
あ
り
ま
す
。

甲
州
市
事
業
承
継
支
援
事
業

事
業
承
継
支
援
セ
ミ
ナ
ー

12
月
11
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

恩
賜
林
記
念
館

経
験
豊
か
な
専
門
家
が
、
事
業
承
継
の

勘
ど
こ
ろ
、
現
経
営
者
・
後
継
者
の
心

構
え
等
、事
例
を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。

ま
た
、
個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。

問
甲
州
市
商
工
会

　
☎
33
‐
２
２
３
６　
ＦＡＸ
33
‐
２
７
９
５

要
予
約
・
無
料

太
陽
光
発
電
設
備（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）

を
設
置
さ
れ
た
方
へ

　

平
成
29
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
30
年

１
月
１
日
ま
で
に
太
陽
光
発
電
設
備

（
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
）
を
設
置
さ
れ
た

場
合
、
設
置
状
況
・
規
模
に
応
じ
て
、

太
陽
光
発
電
設
備
が
「
償
却
資
産
」
と

し
て
、
新
た
に
課
税
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
太
陽
光
発
電
設
備
が

「
償
却
資
産
」
と
し
て
課
税
の
対
象
と

な
る
場
合
は
平
成
30
年
１
月
31
日（
水
）

ま
で
に
、
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
29
年

１
月
２
日
以
降
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
さ
れ
た
方
は
、
税
務
課
資
産
税
担

当
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

有
す
る
方
は
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
に

関
連
し
、
１
月
１
日
現
在
の
土
地
の
利

用
状
況
等
を
12
月
28
日
（
木
）
ま
で
に

申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
住
宅
用
地
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
】

　
住
宅
（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
、
共
同

住
宅
等
）
を
新
築
・
増
築
し
、
そ
の
敷

地
が
新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

　

住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊

し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で
な
く

な
っ
た
場
合

　
事
務
所
・
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
築
ま

た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
新
た

に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

　
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
な
ど
に
改
築
ま

た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅

用
地
で
な
く
な
っ
た
場
合

◦
住
宅
建
替
え
中
の
土
地
は
・
・
・

　
既
存
の
住
宅
を
取
り
壊
し
、
そ
の
翌
年

の
１
月
１
日
現
在
、
既
存
住
宅
に
代
わ

る
住
宅
を
建
替
え
中
の
土
地
は
、
そ
の

ま
ま
住
宅
用
地
と
し
て
取
り
扱
い
ま

す
。

◦
農
地
転
用
許
可
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
固
定
資
産
税
の
課
税
地
目
は
、
１
月
１

日
現
在
の
現
況
に
よ
り
認
定
し
課
税
し

ま
す
。（
現
況
主
義
）
農
地
転
用
の
許

可
を
受
け
ら
れ
た
農
地
は
、
農
地
法
の

制
約
を
受
け
な
い
農
地
と
な
り
、
現
況

が
田
、
畑
で
あ
っ
て
も
地
方
税
法
に
基

づ
く
国
の
固
定
資
産
評
価
基
準
に
よ

り
、課
税
地
目
は
宅
地
並
み
課
税
地（
宅

地
介
在
畑
）
と
し
て
評
価
し
ま
す
。
な

お
、
そ
の
後
転
用
許
可
目
的
に
従
っ
た

事
業
を
行
い
、
そ
れ
が
建
物
の
建
築
で

あ
れ
ば
宅
地
と
し
て
、
資
材
置
場
・
駐

車
場
で
あ
れ
ば
雑
種
地
等
と
し
て
認
定

し
課
税
し
ま
す
。

◦
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
、
新
た
に

相
続
人
の
中
か
ら
代
表
者
を
選
定
し

て
、
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
後
に
代
表
者
を
変
更
す
る
場
合
に

は
新
た
に
代
表
者
と
な
ら
れ
る
方
の
変

更
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。（
新
旧

代
表
者
の
押
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

◦
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く

　
亡
く
な
ら
れ
た
納
税
義
務
者
の
方
が
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に

は
、
口
座
振
替
の
手
続
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
新
た
に
口
座
振
替
の
手
続
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

◦
共
有
名
義
の
代
表
者
の
変
更
は
・
・
・

　
土
地
・
家
屋
等
を
複
数
の
方
で
共
有
し

て
い
る
場
合
に
は
、
共
有
者
全
員
が
納

税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書

は
共
有
者
の
中
か
ら
代
表
者
１
人
に
送

付
し
ま
す
。

◦
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
に
は
ご
連
絡
を
・
・
・

　
家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
年
の
う
ち
に
税
務

課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
連
絡
の

あ
っ
た
家
屋
は
、
現
地
調
査
・
確
認
の

う
え
、
翌
年
か
ら
そ
の
取
り
壊
し
た
部

分
は
、
課
税
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◦
家
屋
調
査
へ
の
ご
協
力
を
・
・
・

　
家
屋
を
新
・
増
築
さ
れ
た
場
合
は
、
家

屋
資
産
評
価
の
た
め
の
調
査
に
伺
い
ま

す
。
調
査
の
日
程
は
事
前
に
確
認
し
て

か
ら
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
未
評
価
家
屋

に
つ
い
て
も
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦
住
宅
用
地
の
変
更
は
届
け
出
を
・
・
・

　
住
宅
用
地
に
つ
い
て
は
、
税
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
次
に
該
当
す
る
土
地
を
所
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作品展
●小・中学生絵画・書道〈教育長賞〉

12 月 4 日（月）
〜平成30年1月8日（月）
塩山地域の小中学生による文化祭

入賞作品を展示します。
※展示内容・期間につきましては、
　変更になる場合もあります。

Gallery市民ギャラリー
JR塩山駅南口

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

（
医
療
費
控
除
の
特
例
）

健
康
の
維
持
増
進
や
疾
病
の
予
防
な

ど
、
一
定
の
取
組
を
行
う
方
が
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購
入
し
た
場
合
、

そ
の
年
分
の
総
所
得
金
額
等
か
ら
控
除

で
き
る
医
療
費
控
除
の
特
例
が
始
ま
り

ま
す
。

※
こ
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合
、
通

常
の
医
療
費
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

◦
一
定
の
取
組
と
は

　
「
特
定
健
康
診
査
（
メ
タ
ボ
検
診
）
ま

た
は
特
定
保
健
指
導
」「
予
防
接
種
」「
定

期
健
康
診
断
（
事
業
主
検
診
）」「
健
康

診
査
（
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）」「
が
ん
検

診
」
が
該
当
し
ま
す
。

◦
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と
は

　
要
指
導
医
薬
品
と
一
般
用
医
薬
品
の
う

ち
医
療
用
か
ら
転
用
さ
れ
た
医
薬
品
の

こ
と
を
指
し
ま
す
。
具
体
的
な
品
目
名

は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
、

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
対

象
品
目
一
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
１
月
１
日
購
入
分
か
ら
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
30
年
２
～
３

月
の
確
定
申
告
、
市
県
民
税
申
告
に
お

い
て
平
成
29
年
中
の
所
得
に
対
し
て
控

除
を
適
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
医
薬
品
の
購
入
額
が
１
２
，
０
０
０
円

を
超
え
る
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
部
分

の
金
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
控
除
の
上

限
は
８
８
，
０
０
０
円
で
す
。

※
控
除
の
適
用
に
は
、
医
薬
品
購
入
時
の

領
収
書
ま
た
は
領
収
書
に
基
づ
く
明
細

書
及
び
前
記
「
一
定
の
取
組
」
を
行
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
氏
名
、
実
施

年
、
保
険
者
や
事
業
者
若
し
く
は
市
町

村
の
名
称
ま
た
は
医
療
機
関
の
名
称
な

ど
が
記
さ
れ
た
も
の
）
の
提
出
が
必
要

で
す
。

問
税
務
課　
市
民
税
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
４
～
１
８
６
）

山
梨
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
書
作
成
会
場
の
お
知
ら
せ

◦
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税・贈
与
税・

個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税
の

申
告
書
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

夢
わ
ー
く
山
梨 

３
階　
大
集
会
室

　
（
山
梨
市
上
神
内
川
１
３
４
８
）

平
成
30
年
２
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
～
３
月
15
日
（
木
）

※
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
受
付
は
午
前

８
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で
）

※
山
梨
税
務
署
に
は
、
申
告
書
作
成
会
場

は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

が
変
わ
り
ま
し
た

◦
平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収

書
の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。（
領
収
書
の
提
出
は
不
要
）

※
医
療
費
の
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保

存
す
る
必
要
が
あ
り
、
税
務
署
か
ら
求

め
ら
れ
た
と
き
は
、
提
示
ま
た
は
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
医
療
保
険
者
か
ら
交
付
さ
れ
た
医
療
費

通
知
（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
な
ど
）
を

添
付
す
る
と
、
明
細
の
記
入
を
省
略
で

き
ま
す
。

※
平
成
29
年
分
か
ら
平
成
31
年
分
ま
で
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
領

収
書
の
添
付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

申
告
書
等
を
提
出
す
る
際
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

◦
①
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
②

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
、
③
贈
与
税

の
各
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
へ

提
出
す
る
た
び
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
と
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た

は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

問
山
梨
税
務
署　
個
人
課
税
第
一
部
門　

☎
22
‐
１
４
１
１
（
内
31
）

申
告
書
に
代
え
て
、「
確
定
申
告
の
お

知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　
次
の
【
送
付
物
が
変
更
と
な
る
方
】
に

該
当
す
る
方
は
、
平
成
29
年
分
の
確
定

申
告
か
ら
、申
告
書
等
用
紙
に
代
え
て
、

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

※
「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
と
は
、
確

定
申
告
書
の
受
付
期
間
や
納
期
限
、
予

定
納
税
額
な
ど
確
定
申
告
書
の
作
成
に

必
要
な
情
報
を
記
載
し
て
い
る
は
が
き

ま
た
は
通
知
書
の
こ
と
で
す
。

【
送
付
物
が
変
更
と
な
る
方
】

　
申
告
書
等
用
紙
が
送
付
さ
れ
て
い
る
方

の
う
ち
、
平
成
28
年
分
の
「
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
」
ま
た
は
「
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
」
の
確
定
申
告
書

を
、
次
の
相
談
会
場
で
書
面
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
方

・
税
理
士
会
に
よ
る
無
料
申
告
相
談
会
場

・
市
の
相
談
会
場

・
青
色
申
告
会
の
相
談
会
場

　
な
お
、「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が

送
付
さ
れ
る
方
に
は
、
申
告
書
の
ほ
か

青
色
申
告
決
算
書
や
収
支
内
訳
書
等
も

送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
山
梨
税
務
署

　
管
理
運
営
部
門

　
☎
22
‐
１
４
１
１

　
（
内
25
）

林
業
退
職
者
共
済
制
度
（
林
退

共
）
の
退
職
金
請
求
に
つ
い
て

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共
制
度
に

加
入
し
て
い
た
、
も
し
く
は
加
入
し
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、
退
職
金
請

求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り
の
な
い

方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
林
業
の
仕

事
を
し
て
い
た
当
時
の
加
入
の
有
無
に

つ
い
て
も
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構
で
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
７

　
ＦＡＸ
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
９
０
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戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済

み
で
す
か
？
～

戦
没
者
等
の
遺
族
の
皆
様
に
対
し
、
国

と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た

め
に
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
ひ
と
り
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等
内

の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
。

◦
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

◦
請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日
（
月
）
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
の
請
求

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◦
請
求
窓
口

　
市
役
所
本
庁
舎　
福
祉
課　
地
域
福
祉

担
当

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

問
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
山
梨
県　
国
保
援
護
課　
援
護
恩
給
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４

山
梨
県
心
身
障
害
者

自
動
車
燃
料
費
助
成
事
業

障
害
の
程
度
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
、
平
成
29
年
度
分
の
自
動
車

税
も
し
く
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
て
い
る
方
（
軽
自
動
車
の
場
合
に

あ
っ
て
は
平
成
30
年
度
か
ら
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方
を
含
む
）、
ま

た
は
家
族
が
運
転
者
と
し
て
申
請
を
し

て
い
る
方
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
が
１
級

ま
た
は
２
級

②
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が
Ａ
‐
１
、

Ａ
‐
２
ａ
、
Ａ
‐
２
ｂ
ま
た
は
Ａ
‐
３

③
傷
病
者
手
帳
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
特

別
項
症
、
第
１
項
症
ま
た
は
第
２
項
症

◦
助
成
対
象
と
な
る
期
間
・
燃
料

　
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
、
税
の
減
免
を
受
け
た
自
動
車
ま

た
は
軽
自
動
車
で
消
費
す
る
た
め
購
入

し
た
燃
料
。
た
だ
し
、
期
間
の
途
中
で

新
た
に
減
免
の
手
続
き
を
し
た
場
合

は
、
手
続
き
を
し
た
日
の
翌
月
分
か
ら

が
対
象
期
間
で
す
。
な
お
、
車
の
乗
換

え
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
助
成
対
象
期

間
に
中
断
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

◦
請
求
書
受
付
期
間
及
び
方
法

①
会
場
受
付

・
平
成
30
年
１
月
12
日
（
金
）

　
東
山
梨
合
同
庁
舎　
１
０
１
会
議
室

・
平
成
30
年
１
月
16
日
（
火
）

　
笛
吹
市
・
学
び
の
杜
み
さ
か　
講
座
教
室

・
平
成
30
年
１
月
18
日
（
木
）

　
東
山
梨
合
同
庁
舎　
１
０
１
会
議
室

・
平
成
30
年
１
月
24
日
（
水
）

　
笛
吹
市
・
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
議
室
・
研
修
室

※
受
付
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時

②
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所
受
付

　
平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
～
２
月
９
日
（
金
）
随
時
受
付

③
郵
送
受
付

　
平
成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
～
２
月
９
日
（
金
）
消
印
有
効

※
手
帳
、
車
検
証
、
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー

を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
料
金
の
不
足
が
な
い
よ
う
、
必
ず

郵
便
局
の
窓
口
を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助

成
金
請
求
書

・
宛
名
に
請
求
者
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
領

収
書
及
び
購
入
量
計
算
書
ま
た
は
支
払

証
明
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
（「
減
免
申
請

済
」
の
押
印
が
あ
る
も
の
）

・
印
鑑
、
車
検
証
及
び
請
求
者
名
義
の
預

金
通
帳

◦
申
請
書
類
の
配
布
等

　
請
求
書
及
び
添
付
書
類
等
は
、
市
の
福

祉
課
障
害
福
祉
担
当
課
窓
口
ま
た
は
峡

東
保
健
福
祉
事
務
所
・
福
祉
課
窓
口
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
峡

東
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を
し
な
い
場
合

は
、
助
成
金
の
支
払
が
で
き
ま
せ
ん
。

問
山
梨
県
峡
東
保
健
福
祉
事
務
所　
福
祉
課

　
〒
４
０
５
‐
０
０
０
３

　
山
梨
市
下
井
尻
１
２
６
‐
１　

　
東
山
梨
合
同
庁
舎

　
☎
20
‐
２
７
５
０　
ＦＡＸ
20
‐
２
７
５
４

献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

輸
血
用
血
液
に
は
、
有
効
期
限
が
あ
り

ま
す
。
血
液
が
使
わ
れ
な
い
日
は
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

12
月
25
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
午
後
12
時
30
分
～
３
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
東
側
駐
車
場

◦
当
日
服
用
し
て
い
て
も
献
血
し
て
よ
い

対
象
薬

　
ビ
タ
ミ
ン
剤
・
血
圧
の
薬
・
花
粉
症
の

薬
、
胃
腸
薬
・
高
脂
血
症
治
療
薬

※
ほ
か
に
も
服
薬
さ
れ
て
い
る
薬
の
種
類

な
ど
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
か

の
判
断
は
当
日
、
検
診
医
が
最
終
的
な

判
断
を
行
い
ま
す
。

◦
お
願
い

　
輸
血
用
血
液
の
安
全
対
策
と
し
て
、
本

人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン

入
力
に
よ
る
情
報
確
認
の
た
め
、
所
要

時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４
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介
護
者
の
会

『
四
つ
葉
の
会
』
例
会

12
月
７
日
（
木
）

午
前
11
時
～

温
泉
に
つ
か
り
な
が
ら
心
身
の
疲
れ
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
交
流
を
行
い
ま
す
。

勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
集
合
）甲
州
市
民
文
化
会
館
表
駐
車
場

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
集
合

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介

護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

入
浴
に
必
要
な
タ
オ
ル
等

５
０
０
円

◦
申
込
方
法

　
12
月
５
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
）
☎
32
‐
５
６
０
０

も
の
忘
れ
相
談

12
月
15
日
（
金
）

午
後
３
時
～

市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
市
民
会
議
室
Ｂ

◦
申
込
方
法

　
12
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
介
護
支
援
課
）
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
陶
芸
教
室

12
月
12
日
（
火
）

午
後
１
時
～

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

◦
定
員　
10
名
程
度

材
料
費　
１
０
０
円

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
生
活
支
援
相
談

〔
時
間
外
相
談
日
〕

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
12
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

　
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
12
月
９
日
、
16
日

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

こ
こ
ろ
の
専
門
相
談

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

12
月
20
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

◦
締
切
日　
12
月
13
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

◦
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏 

☎
33
‐
２
４
８
９

◦
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 

氏 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

◦
肢
体　
羽
村
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
44
‐
２
２
４
０

◦
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

◦
知
的

　
　
　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

無
料
法
律
相
談

12
月
15
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
５
時

勝
沼
市
民
会
館　
１
階　
健
康
相
談
室

市
内
在
住
の
方

◦
定
員　
７
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
12
月
５
日
（
火
）
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

※
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け
る
た

め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

巡
回
無
料
法
律
相
談
会

12
月
13
日
（
水
）

午
後
１
時
～
４
時

　
（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

◦
担
当
弁
護
士

　
山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士
４
名

離
婚
・
相
続
・
土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
・

交
通
事
故
損
害
賠
償
・
サ
ラ
金
等
消
費

者
問
題
な
ど

◦
相
談
方
法　
面
談
の
み
（
当
日
先
着
）

問
山
梨
県
弁
護
士
会

　
☎
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

合
同
相
談

12
月
14
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
一
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

大
和
地
域
行
政
相
談

12
月
15
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階　
研
修
室
３

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

12
月
19
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
本
庁
舎　
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

要
予
約
・
無
料

要
予
約

要
予
約
・
無
料

要
予
約

予
約
不
要
・
無
料

予
約
不
要
・
無
料
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特
設
人
権
相
談
所
開
設

12
月
８
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

恩
賜
林
記
念
会
館　
２
階　
和
室

　
勝
沼
市
民
会
館　
１
階　
健
康
相
談
室

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階　
研
修
室
３

◦
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
係
わ
る
相
談
等

※
相
談
内
容
等
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

学
校
給
食

調
理
員
（
臨
時
職
員
）
募
集

学
校
給
食
の
調
理
全
般

◦
募
集
人
員　
１
名

◦
勤
務
場
所　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

◦
賃
金
日
額　
６
，
２
０
０
円

　
賞
与　
年
２
回

※
通
勤
手
当
あ
り

◦
そ
の
他　
社
会
保
険
加
入

問
総
務
課　
人
事
担
当

　
☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
２
２
５・２
２
６
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

指
導
員
募
集

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
（
小
学
生

対
象
）

勤
務
要
件

　
子
ど
も
の
保
育
に
興
味
が
あ
り
、
県
で

実
施
す
る
研
修
に
参
加
で
き
る
方
で
、

お
お
む
ね
60
歳
く
ら
い
の
方
。

◦
就
労
場
所

　
塩
山
・
勝
沼
地
区
の
各
児
童
ク
ラ
ブ

◦
勤
務
時
間

・
平
日

　
正
午
～
午
後
７
時
（
う
ち
６
時
間
）

・
土
曜
日
・
長
期
休
暇
中
等

　
午
前
８
時
～
午
後
７
時（
う
ち
８
時
間
）

※
勤
務
時
間
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
り

　
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◦
休
日
等

　
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

※
６
ヶ
月
勤
務
経
過
後
に
有
給
制
度
有
り

※
土
曜
日
勤
務
の
な
い
ク
ラ
ブ
有
り

◦
締
切
日　
12
月
15
日
（
金
）

◦
そ
の
他　
時
給
制
、
社
会
保
険
加
入

問
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
８
１

青
少
年
健
全
育
成
推
進

甲
州
市
民
集
会

12
月
５
日
（
火
）

午
後
６
時
30
分
～
９
時

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階　
大
会
議
室

「
家
庭
の
日
」「
青
少
年
を
育
む
日
」

啓
発
の
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
・
標
語
の
優

秀
作
品
の
表
彰

◦
小
学
生
・
中
学
生
の
優
秀
作
文
の
代
表

者
の
発
表

◦
講
演
会

　
「
子
ど
も
食
堂
の
活
動
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
え
た
も
の
」

◦
講
師　
一
般
社
団
法
人
「
育
み
の
会
」

　
　
　
　
代
表　
内
藤
陽
一　
氏

問
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
33
‐
５
０
９
７

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
嵐
の
中
の
子
ど
も
た
ち
」

18
人
の
子
ど
も
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
、

友
情
と
勇
気
が
つ
ま
っ
た
冒
険
物
語
。

平
成
30
年
１
月
13
日
（
土
）

午
後
４
時　
　
　
開
演

　
午
後
３
時
30
分　
開
場

甲
州
市
民
文
化
会
館
ホ
ー
ル

Ｓ
席
４
，
０
０
０
円
／
Ａ
席
３
，
０
０

０
円
／
Ｂ
席
２
，
０
０
０
円

※
３
歳
以
上
は
入
場
券
が
必
要
で
す
。

　
ひ
ざ
上
観
覧
不
可
。

◦
入
場
券
販
売

　
甲
州
市
民
文
化
会
館
窓
口
（
午
前
９
時

～
午
後
５
時
、
月
曜
・
祝
日
は
休
館
）

問
甲
州
市
民
文
化
会
館

　
☎
32
‐
１
４
１
１

学
校
給
食
試
食
会

12
月
19
日
（
火
）

正
午
～

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

　
締
切
日　
11
月
30
日
（
木
）

◦
申
込
方
法

　
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏
名

（
代
表
者
名
）、
希
望
人
数
を
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者

の
み
に
通
知
し
ま
す
。

◦
食
数　
20
食

１
食　
３
１
０
円
（
中
学
生
単
価
）

◦
そ
の
他

　
応
募
人
数
の
変
更
は
、
試
食
会
の
１
週

間
前
ま
で
と
な
り
ま
す
。
不
参
加
の
場

合
は
代
理
も
し
く
は
、
欠
席
分
の
お
支

払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
〒
４
０
４
‐
０
０
３
６

　
甲
州
市
塩
山
熊
野
９
５
８
‐
１

　
☎
33
‐
４
４
０
３　
ＦＡＸ
33
‐
５
６
７
３

要
予
約

公
共
交
通
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

12
月
９
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

甲
府
駅
北
口
広
場
周
辺

バ
ス
車
両
展
示
・
バ
ス
乗
り
方
教
室
・

ミ
ニ
電
動
バ
ス
・
鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
・
模

型
展
示
・
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
・
バ
ス

ク
イ
ズ
＆
ガ
ラ
ポ
ン
・
市
町
村
運
営
バ

ス
の
紹
介
ほ
か

問
山
梨
県
交
通
政
策
課

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
５
３

新
春
か
る
た
大
会

平
成
30
年
１
月
５
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
～　
受
付

甘
草
屋
敷

か
る
た
大
会
・
正
月
遊
び
ほ
か

市
内
在
住
の
未
就
学
児
・
小
学
生

※
当
日
、甘
草
屋
敷
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

問
甲
州
市
生
涯
学
習
市
民
協
議
会
事
務
局

☎
32
‐
５
０
９
７
（
生
涯
学
習
課
内
）

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
だ
よ
り

◦
釈
迦
堂
を
楽
し
も
う

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
ま
た
は

パ
ス
ポ
ー
ト
の
提
示
で
、
本
人
と
同
伴

の
家
族
が
１
名
入
館
無
料
に
な
り
ま

す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員

（
年
会
費
１
，
０
０
０
円
、
パ
ス
ポ
ー

ト
を
発
行
）も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館　
☎
47
‐
３
３
３
３

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ
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樋
口
一
葉
文
学
の
世
界

樋
口
一
葉
絵
物
語
画
特
別
展

12
月
９
日
（
土
）
～
平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

甲
州
市
民
文
化
会
館　

歴
史
民
俗
資
料
室

問
生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
担
当　

☎
32
‐
５
０
９
７

一
日
で
楽
し
む

樋
口
一
葉
の
世
界

山
梨
県
立
文
学
館
と
日
本
銀
行
甲
府
支

店
を
見
学
。
昼
食
は
甲
府
富
士
屋
ホ
テ

ル
で
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
。

12
月
12
日
（
火
）

午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
30
分

◦
定
員　

40
名
（
先
着
）

３
，
０
２
０
円
（
食
事
、
入
館
料
）

※
65
歳
以
上
の
方
は
入
館
料
３
２
０
円
が

無
料
と
な
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
担
当

　

☎
32
‐
５
０
９
７

「
樋
口
一
葉
日
記
」
を

読
ん
で
み
よ
う

直
筆
原
稿
の
写
し
を
読
ん
で
作
品
に
親

し
み
、
筆
跡
の
美
し
さ
を
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。

平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

甲
州
市
民
文
化
会
館

◦
講
師　

山
梨
県
立
文
学
館

　
　
　
　
　
　
　
　

高
室
有
子 

氏

◦
定
員　

30
名
（
先
着
）

◦
申
込
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課　

社
会
教
育
担
当

　

☎
32
‐
５
０
９
７

第
12
回
歴
史
的
風
致
散
策

12
月
17
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午
頃

慈
雲
寺　

駐
車
場

『
ゆ
く
雲
』
に
み
る
一
葉
の
心
の
ふ
る

さ
と
を
訪
ね
る
～
樋
口
一
葉
に
ゆ
か
り

の
あ
る
中
萩
原
地
区
を
歩
き
ま
す
。

無
料
（
別
途
保
険
料
２
０
０
円
程
度
）

◦
申
込
方
法

　

12
月
12
日
（
火
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
文
化
財
課　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
担
当

　

☎
32
‐
５
０
７
６　

ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

第
11
回
甲
州
市
男
女
（
み
ん
な
）

で

環
に
な
り
笑
顔
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

樋
口
一
葉
か
ら
学
ぶ
男
女
共
同
参
画

平
成
30
年
２
月
３
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

勝
沼
市
民
会
館　

２
階　

会
議
室

・「
一
葉
日
記
」朗
読　

奥
山
眞
佐
子 

氏（
女
優
）

・
樋
口
一
葉
絵
物
語
の
鑑
賞

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
樋
口
一
葉
に
み
る
男
女
共

同
参
画
社
会
」

問
市
民
課　

市
民
参
画
・
協
働
担
当

　

☎
32
‐
５
５
８
３

有
料
広
告

〇甲州市指定水道工事業者に修理依頼してください。
　（事業者の一覧は甲州市ホームページをご覧ください。）

もし凍結してしまったら・・・

破損や漏水したときは・・・

〇凍結した所にタオルなどをかけて、その上か
　らぬるま湯をゆっくりかけてください。

※熱湯をかけると、水道管が破損する危険あり！

◆お問い合わせ先　水道課　☎３２ ‐ ２１１１（内１９２）
　詳細は甲州市ホームページをご覧ください。http://www.city.koshu.yamanashi.jp/

凍結から
水道管を
守りましょう

凍結させないために・・・
〇屋外にある蛇口に、古毛布を巻くなど　
　凍結防止策をしましょう。
〇朝方の冷え込みがあるときや長期間不在
　になるときは、水抜き栓を捜査して、水
　道管の中の水をあらかじめ抜きましょう。
〇凍結防止用の電熱線が巻いてあるときは、
　コンセントが差し込んであることを確認
　しましょう。

有
料
広
告
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ジェネリック医薬品に変更
　　　ジェネリック（後発医薬品）とは、特許が
切れた新薬と同じ効能・効果をもつ医薬品です。
新薬にくらべて価格が安く購入できます。

変更するときの注意点
・特徴などの説明に納得してから選ぶ
・変更に不安があれば、短期の「お試し調剤」
　からはじめる。
※全ての新薬にジェネリック医薬品があるわけではなく、
　お医者さんの判断で変更できない場合もあります。

平成２９年９月の医療費
医療費全体 ２億７，８８４万円 （前年同月比＋１，９３６万円）
１人当たり医療費 ２９，２１９円 （前年同月比＋３，４４２円）

[ 国保連　診療報酬請求額基準 ] 

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当　☎３４ ‐ ５４３６

国保いきいきライフ通信

薬との上手なつきあいかた
こんなことありませんか？　たとえば‥‥

薬の飲み残しがある
　受診するたび同じ薬を処方されるが、実は「飲
み残し」がたくさんある・・

複数の医療機関で処方
　複数の医療機関でいろいろな薬を処方されて、
薬の飲み合わせに不安がある・・

薬代が心配
　飲み続けなければならない薬が増えたので、薬
代も増えて経済的に心配・・

薬の種類が多すぎて
　お医者さんに処方される薬の種類が多くて「い
つ・どの薬を・何錠」飲めばいいかわからなくなる・・

調剤薬局を上手に利用してみましょう！
薬の飲み残しを相談する

　　　飲み残しの薬（残薬）は、薬局にもってい
けば、薬剤師さんがチェックして、まだ使える薬
は使い、お医者さんとも相談して処方を調整して
くれる場合があります。

服薬しやすい工夫をしてもらう
　　　薬の種類が多いときなどは、薬局で 1 回分
ずつ袋に小分けしてくれる場合があります。

お薬手帳に薬歴を記録
　　　お薬手帳とは、自分の薬歴（薬の名前・量・
日数など）を記録する薬局などで入手できる手帳
です。調剤の際など薬剤師さんに確認してもらい
ましょう。

「かかりつけ薬局」を
　　　　　もっていますか
　「かかりつけ薬局」とは、処方箋をもらっ
たら必ずそこで処方してもらうと決めている
薬局のことです。薬の重複や飲み合わせなど
を、薬歴を把握したうえで服薬のアドバイス
がもらえます。薬についての適切な指導や健
康管理を任せられる信頼できる「かかりつけ
薬局」をしっかり決めて利用しましょう。

ジェネリックで
お願いします

覚えがある方

ポイント
1

ポイント
２

ポイント
４

ポイント
３
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１．１人でバスや電車で外出していますか いいえ 3 
２．日用品の買物をしていますか いいえ 1 
３．預貯金の出し入れをしていますか いいえ 2 
４．階段を手すりや壁をつたわらず昇っていますか いいえ 5 
５．椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上
　　がっていますか いいえ 3 

６．１５分続けて歩いていますか いいえ 3 
７．この 1 年間に転んだことがありますか はい 3 
８．転倒に対する不安は大きいですか はい 3 
９．体重（kg）÷身長 ( ｍ ) ÷身長 ( ｍ ) が 18.5
　　未満 はい 3 

10．昨年と比べて外出の回数が減っていますか はい 3 
年齢・性 
６５～６９歳 0 
７０～７４歳 8 
７５～７９歳 15 
８０～８４歳 21 
８５歳以上 25
女性 1
合計点数の範囲 ０～５５

要支援・要介護リスク評価尺度より（千葉大学予防医学センター）　

koshu
child
smile

子育て応援情報

子どもの食事 ワンポイント
～旬の野菜を食べて元気に過ごそう～

１２月は、一段と寒くなり、風邪をひくなど体調を
崩しやすくなります。元気に乗り切るためには、毎
日の食事が大切です。特にこの時期オススメの食材
は、旬の冬野菜です。病気に負けない体を作る栄養
素がいっぱい詰まっていて、体を芯から温める効果
もあります。日々の食事に旬の野菜を取り入れ、１
日３食バランスよく食べて健康なからだをつくりま
しょう。

〔１２月～１月の旬の冬野菜〕

ホウレンソウ、ハクサイ、ダイコン、ブロッコリー、
レンコン、ニンジンなど
問健康増進課　健康づくり担当　☎３３ ‐ ７８１２

児童センターイベント【無料】
〜クリスマス工作
　「足形でクリスマスツリーを作ろう」〜

子どもの足形スタンプで作るクリスマス飾りです。
１２月　７日（木）　 塩山南児童センター
１２月１４日（木）　 東雲ふれあい親子館
１２月２１日（木）　 塩山北児童センター
各日　午前１０時３０分〜

◦定員　各日先着１０組
※当日は汚れてもいい服装でお願いします。
◦申込方法
　１２月４日（月）から塩山南児童センター窓口また

は電話でお申し込みください。（土曜・日曜・祝日
を除く、午前１０時〜午後１時３０分）

問塩山南児童センター（久保寺）　☎３３ ‐ ７９００

　いつまでも住み慣れた地域で、元気に暮
らしたいものですね。そのためには、身の
回りのことができる意欲と力、そして自立
した日常生活が送れるための介護予防への
取り組みが必要です。まずは、当てはまる
項目の点数を合計してみましょう。

　点数が高いほど、介護が必要になる危険
性が高いといわれており、４０点以上がつ
いた方は要注意です。
　市でも多様な取組みを行なっています。
お気軽にご相談ください。

◆お問い合わせ先
　介護支援課　介護予防担当
　☎３４ ‐ ５４３４

あなたは何点？ ! 
介護予防の取組みが必要がどうかチェックしましょう！

要注意！
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★お問い合わせ先★
　勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館 ☎３２‐１５０５
　大和図書館 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆塩山図書館ワークショップ
　「にじのたまごをつくろう　クリスマス Ver.」
■日時　１２月２４日（日）
■場所　甲州市民文化会館　３階　第２研修室
■定員　各回１５名（幼児 〜 一般）
■内容　今回はクリスマスバージョンです♪
　　　　ぜひご参加ください。
・１回目　午前１０時３０分〜
・２回目　午後　２時〜
※各回同じ内容です。
※塩山図書館までお申し込み
　ください。

◆甘草屋敷子ども図書館　第５５回企画展
　『雨宮尚子絵本原画展』
■会期　１２月２４日（日）まで開催中！
■場所　甘草屋敷子ども図書館

◆市内図書館年末年始休館のお知らせ
１２月２８日（木）〜
　　　　　　　平成３０年１月４日（木）

◆勝沼図書館ミニミニ読み聞かせ演奏会
　〜音楽と絵本のコラボレーション！〜
■日時　１２月９日（土）　午後２時〜
■場所　勝沼図書館　視聴覚室
■内容　読み聞かせに音楽がついちゃった！子どもか
ら大人まで、みんなが楽しめる演奏会です♪

◆勝沼図書館おりがみ教室③
■日時　１２月１０日（日）　午後２時〜
■場所　勝沼図書館　　　（要申込み）
■内容　「お正月飾りを作ろう」
■定員　一般　１５名　／　子ども　１５名

◆市内図書館「本の福袋」貸し出し
　図書館員のオススメする本のセットです。いつも自
分で選ぶ本とは違う本にチャレンジしてみませんか？
どんな本が入っているかは借りてからのお楽しみ！
★市内４館ともに、平成３０年１月５日（金）午前
１０時から開館します♪

◆山梨むかしがたりの会公演
　「新春＊昔語りの会」
■日時　平成３０年１月２１日（日）
　　　　午後１時３０分〜
■場所　甲州市民文化会館　２階　第３研修室　　
■対象　一般　８０名
■出演　山梨むかしがたりの会
　　　　かっこんじょグループ
※塩山図書館までお申し込みください。

◆甲州市内図書館（勝沼・塩山・大和・
　子ども図書館）臨時休館のお知らせ
■勝沼図書館／大和図書館　
　平成３０年１月２２日（月）～２月　６日（火）
■塩山図書館／甘草屋敷子ども図書館
　平成３０年１月２２日（月）～２月１５日（木）

12 月 15 日（金）〜平成 30 年 1 月 5 日（金）までの間、
　『年末・年始特別警戒取締り』を実施します。

・各種事件、事故防止のための警戒活動
・防犯協会等各種防犯団体と協力しての防犯診断、特別警戒パトロール
・電話詐欺被害防止対策

年末年始の犯罪・事故防止
毎年、年末年始になると・・・・
・ひったくり、空き巣などの『窃盗事件』
・金融機関、深夜スーパー等を対象とした『強盗事件』
・あらゆる手口の『電話詐欺』　　が多発します。

年末は何かと慌ただしくなりがちです。
日常生活にスキが生じないように家庭
や職場、地域一体となり自主防犯意識
を高めていきましょう！

こうした犯罪の発生を防ぐために・・・
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人口と世帯 （２０１７．11．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，4４４人（−３７）　男 １５，６８１人（−２２）　女 １６，7６３人（−１５）　世帯数 １３，２２２世帯（−７）

大きくなったら、消防士に
なって、人を助け、人の為
になってね。（赤尾保育園・
降矢昂汰くん・熊野）

たくさん泣いて笑って
元気に大きくなってね！
（鈴木晴也くん・小屋敷）

いつも笑顔いっぱい！泣い
たり笑ったり一緒に成長し
て行こうね♡（荻原乙葉
ちゃん・西広門田）

甲州市にあふれる笑顔（スマイル）を大募集！
子どもから大人までどなたでもOKです！
ぜひ、記念に素敵なスマイルを掲載してみませんか？（^^）

◆申し込み・お問い合わせ先　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　☎３２‐５０６３
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